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新型コロナ感染症、第 8 波 

 

◎第 8 波の現状 

 ・全国の感染者数は 4 万～14 万人と毎日の変動が休日などに関係なく大きく変動しています。 

  これは報告している人としていない人の差だと考えられていますが、それでも 1 週間の平均で 

  みると、11 月 27 日以来ほぼ 10 万人で推移しています。直近の 10 日間で 100 万人の感染者 

  が発生している計算になりますが、これは実際の発生よりもかなり少なめと考えられます。 

 

  感染者が増えれば、病原性が低くとも、重症者や死亡者がぞうかします。オミクロン株が登場 

してから、劇的に感染者数が増加し、率は低いものの、重症者、死亡者が増加しました。 

 

 ・12 月 6 日時点で重症者 361 人です。過去最多だった 2 月 25 日の 1507 人、第 7 波の最多 

8 月 22 日の 646 人に比較すると少ないのですが、このまま感染者が増加すれば積算され、 

過去の数値に並ぶことも予測されています。 

 

 ・死亡者は 12 月 6 日時点で 147 人/日です。過去最多の 9 月 2 日 347 人よりは少ないのですが、 

  今のところ高齢者の感染例、重症例が増えていないため、今後どうなるか楽観できません。 

現在 5 万人を超えていますが、その多くはオミクロン株の出現によります。 

 

 ・重症、死亡といった悪化を防ぐ薬品も国産を含め増えています。この効果により悪化を防ぐこと 

  ができることを期待したいのですが、数が足りるだろうかという問題がのこっています。また 

これらの治療薬は高価であり、副作用もあり、併用してはいけない薬が多いものもあり、使用 

できない場合もあります。 

その意味ではワクチンの接種が重症化防止のためには非常に有効です。副反応、副作用など 

の問題もありますが、現在のところ他疾患のワクチンを超えるものでは無いようです。 

 

 ・医療体制は各県により非常に異なります。東京都はじめ、いくつかの地方では、発熱外来の 

拡大を図り、受診体制を整えています。神奈川県も同様の呼びかけをされていますが、まだ 

体制の強化がどの程度できているか不明です。 

 

神奈川県では入院受け入れ体制はおおきかわりました。県全体からの受け入れ困難例に対応 

する県が建設した 160 床の仮設病棟は撤去され、各地域ごとでの受け入れを強化するとのこと 

です。必ずお近くでの電話相談室や受け入れ施設を確認しておいてください。 

 

 ・年末年始の人の移動、宴会などの開催による感染拡大が非常に懸念されています。 



 

 

◎第 8 波感染の主体となる変異株は？ 

BF.5 はイスラエル系統として定義された株ですが、現在は日本で主系統となっています。B.5.2.1

から再附番された系統で、今年の 6 月からの BA.5 の流行時には存在していた系統です。最近の

日本における検出率は BA.5.2.1 を上回っています。 

 

  現在はこのように BF.5 が多いのですが 6 種以上が検出されています。今後どのように変化 

 するか経過を追う必要があります。資料は参照 1 をご覧ください。 

 

 

◎抗体陽性率 

 ・各県ごとに血液中の抗体を調査した結果です。第 7 波に感染した結果と、ワクチン接種の結果 

  がもたらした結果ですが、県の間で差が大きい様です。神奈川県は 31.6％と比較的高い方に 

  なります。抗体が陽性であれば感染予防に役立ちますが、完全に阻止できるとはいえません。 

   参照 2 をご覧ください。 



 

 

◎合併症、後遺症について 

 ・小児を含め深刻な合併症、後遺症が報告されています。特に新型コロナウイルスに感染する 

以前から腎機能が低下する方には腎機能の悪化を含め大きな問題となっています。 

  ・また brain fog と呼ばれるどうしたらいいかわからない、どう判断したらいいかわからないという 

  認知症に近い症状を訴える方がいます。2 年以上経過して変化ないという例も報告されていま 

  す。オミクロン株で同様の症状が発生するかどうかまだ報告はありませんが、感染しないほう 

  がいいといえます。 

 ・合併症、後遺症についてはまたまとめて報告します。 

 

 

◎感染防止について 

 ・政府の日常生活に対する基本姿勢 

松野博一官房長官は９日の記者会見で、新型コロナウイルスの流行「第８波」を巡り、感染力が

オミクロン株と同程度の場合は新たな行動制限を行わない考えを示した。「社会経済活動を維持

しながら感染拡大防止策を講じるのが基本的な考え方だ」と述べた。一方で、世界保健機関（ＷＨ

Ｏ）が懸念すべき変異株と指定した際には、機動的に対処するとした 

 

・この対策は with CORNA を目指す今の時期としては正しいものです。従って、感染防止・予防

の主体は私たち自身となります。 

 

・感染を防ぐことは現状では 100％といえませんが可能です 

  3 密を回避する 

  マスクを適切に着用する（基本屋内では着用、屋外 2ｍの距離で会話なければ不要） 

  ワクチン接種 

  換気を十分に行う（十分の定義は条件により困難ですが、微風を感じる程度あればいい？） 

 

・剣道実技中（面をつけている）は面マスク＋マウスシ－ルド、面を外したら不織布マスクをすぐ 

 着用。是非守ってください。剣道をしていて集団感染が発生したという報告がふえると剣道を 

 継続できなくなります。 

 

 

 

 

 



◎発熱など新型コロナウイルスやインフルエンザに感染したのではないか 

とおもわれる症状があった場合 

 

新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル（症状のある方、感染が不安な方へ） 

電話や FAX でのご相談窓口をご案内しています。 

電話相談窓口 

以下の市町にお住まいの方は、各市町コールセンターにお問い合わせください（診療可能な医療

機関のご案内） 

市町 電話番号 受付時間 

横浜市 

045-550-5530 または 

0120-547-059 
24 時間（毎日） 

川崎市 044-200-0730 24 時間（毎日） 

川崎市 044-200-0730 24 時間（毎日） 

相模原市 042-769-9237 24 時間（毎日） 

横須賀市 046-822-4308 
8:30 から 20:00（平日） 

9:00 から 17:00（土曜・日曜・祝日） 

藤沢市 0466-50-8200 9:00 から 21:00（毎日） 

茅ヶ崎市 

寒川町 
0467-55-5395 

9:00 から 19:00（平日） 

9:00 から 17:00（土曜・祝日） 

注意：日曜日休み 

新型コロナウイルス専用ダイヤル 

電話：0570-056774（上記以外の市町村にお住まいの方のお問い合わせ先） 

 

 

県、新型コロナに感染したと思ったら 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/ms/20220719_ms.html#risk 

新型コロナの症状や感染の可能性があるがある方へ（1）抗原検査キットでのセルフテスト（2）発生

届が不要な方への陽性者登録窓口（3）県内で発熱診療を実施している医療機関、などをご案内し

ます。 

 

 

 



検査から療養までの流れ 

1.抗原検査キットがある方 2.抗原検査キットがない方 

1.抗原検査キットがある方 

 

医療用抗原検査キットで検査 

抗原検査キットのメーカー別使用方法 

[1-1] テストの結果陽性 [1-3]へ 

[1-2] テストの結果陰性 自宅で療養 

療養期間中の外出自粛の考え方 

 

[1-3]  

次のいずれかの条件を満たす方 [1-5]へ 

• 65 歳以上 

• 入院を要する方（注意 1） 

• 重症化リスクがあり かつ、「新型コロナ治療薬の投与」または「新たに酸素投

与」が必要と医師が判断する方 

• 妊娠中（妊娠の可能性がある）の方 

 

次のすべての条件を満たす方 

 [1-5]または[1-6]へ 

• 65 歳未満 

• 妊婦していない 

• 重症化リスクがない方 

 

[1-5] 発熱等診療医療機関を受診 

県内で発熱診療を実施している医療機関一覧 

 

[1-6]  

陽性者登録窓口に登録 

陽性者登録窓口について 

注意１：診断時点で直ちに入院が必要でない場合であっても、基礎疾患等により、入院の必要が

生じる可能性があると医師が判断した場合も含まれます 

2.抗原検査キットがない方 

 

[2-1] 抗原検査キット購入を同居家族等に依頼できる [2-3]へ 

[2-2] 誰にも依頼できない [2-4]または [2-5]へ 



 

[2-3] 同居家族等に購入を依頼 

抗原検査キット販売薬局検索システム で、 

販売薬局が検索できます 

※オンラインでの購入も可能です 

 

[2-4] 神奈川県内で発熱診療を実施している医療機関一覧を検索し、受診 

 

[2-5] 相談窓口に電話 

（横浜市、川崎市、相模原市、横須賀、藤沢市、茅ヶ崎市・寒川町にお住まいの方は

それぞれのコールセンターに電話。それ以外の地域にお住まいの方は新型コロナウ

イルス専用ダイヤルに電話） 

 

 

 

 

フロー図 

 

 



 

症状に合わせたご案内 

神奈川県内にお住まいの方で発熱等の症状が出た方は「療養案内入力フォーム」に状況をご入

力ください。個別の状況に応じた対応をご案内します。 

なお、LINE 公式アカウント「新型コロナ対策パーソナルサポート（行政）」の友達登録をしていただく

と、LINE のトーク画面からからもフォームの入力ができるようになります。 

LINE から入力する場合（スマートフォンをご利用ください） 

トーク画面を開き、画面下部のメニューの「症状が出たら体調等をご入力ください」をタップします。

フォームが開きますので、そのままの画面の指示に従って必要事項をご入力ください。 

なお、スマートフォン以外の端末ではメニューが表示されない場合がありますので、スマートフォン

からのアクセスをお願いします。 

 
 

 


